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（キーワード）�新型コロナウイルス、中小企業景気動向調査、中小企業経営者、雇用、
SNS、テレワーク

（視　点）
　感染が拡大した新型コロナウイルスは、世界中で多くの人命を奪うとともに、生産活動の停
滞や外出自粛の高まりを通じて、わが国の企業経営にも甚大な被害を与えている。
　本稿では、信金中央金庫が全国の信用金庫の協力を得て取りまとめている全国中小企業景気
動向調査（調査期間：9月1日〜7日）を用いて、信用金庫調査員が全国の中小企業から聴取した
コメントを中心に、新型コロナウイルスが中小企業の経営に与えた影響についてまとめる。

（要　旨）
⃝�2020年9月の業況は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を強く受けた6月調査と比較して
わずかに回復したものの、依然として厳しい水準が続いている。2020年12月見通しもわず
かな回復見通しにとどまっている。

⃝�資金繰りはいまだに厳しい水準ながらも改善幅は大きく、政府による資金繰り支援策が一
定の効果を挙げていることがうかがえる。また、業況の改善に伴い、人手不足感が強まっ
たほか、設備投資実施企業割合も上昇した。

⃝�新型コロナウイルスの感染拡大による需要低迷を受けて、業績に悪影響を受けたとするコ
メントが多くみられた。一方、少数ではあるが、逆に需要が増加したとのコメントもあった。

⃝�今後の見通しについては、回復の道筋が見通せないなど、悲観的なコメントが多く寄せら
れている。多くはないものの、廃業を検討しているとのコメントも散見されている。

⃝�雇用については、人員や支給額を削減するとのコメントがある一方で、人手不足により収
益機会を逃しているとのコメントもあり、まちまちな状況である。

⃝�コロナウイルスの感染拡大に対して、様々な取組みを通じて乗り切ろうとする動きがみら
れる。体制構築や人材育成、新商品開発のほか、インターネットやSNSの活用、リモート
ワークやテレワークへの対応など、デジタルシフトに取り組む企業もあった。

調 査

中小企業景気動向調査からみた 
新型コロナウイルス感染拡大の影響③

－業況はわずかに回復、様々な取組みを行う企業も現れる－

信金中央金庫 地域・中小企業研究所主任研究員
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はじめに

　信金中央金庫では、全国の信用金庫の協力

を得て、四半期ごとに「全国中小企業景気動

向調査」を取りまとめている。

　本調査の特徴の1つに、実際に中小企業と

接している信用金庫職員の視点からその企業

を分析した「調査員のコメント」欄の存在が

ある（図表1）。コメント欄には、その企業の

状況について、定型的な調査からはわからな

い実態が細かく記述されており、中小企業の

現状についてわかりやすく伝えてくれている。

　そこで本稿では、2020年9月調査の結果を

振り返るとともに、「調査員のコメント」欄

をまとめることで、中小企業における新型コ

ロナウイルスの影響について概括する。

　なお、本調査の調査期間は9月1日〜7日で

ある。この時期は、国内の新規感染者数の

ピークをやや過ぎた時期にあたる（図表2）。

1�．2020年9月調査における業況の概観 

　2020年9月の業況は、新型コロナウイルス

感染拡大の影響を強く受けた6月調査と比較

し、若干ながら回復した。2020年9月の業況

判断D.I.は、前期比で8.6ポイント改善し、�

△48.3となった（図表3左上）。過去最悪の悪

図表1　全国中小企業景気動向調査の調査表（左下、破線の円部分が「調査員のコメント」）

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成

第181回全国中小企業景気動向調査表（製造業）

2020年 7 ～ 9 月期

※あてはまらない項目や不明な項目についての番号欄は、空白のままで結構です。

金庫コード ……… 手形交換に使用する統一金庫コードを記入してください。
地 域 番 号 ……… �下記地域番号表を参照して、調査企業の所在地に該当する番号を

記入してください。
業 種 番 号 ……… �下記業種番号表を参照して、該当する番号を記入してください。
従 業 者 数 ……… �雇用者、家族従業者を含み、パートを除く従業者数を

0 0 ₅人 のように記入してください。
また、パート・アルバイト数につきましては、調査時点における
人数を記入してください。

＜番号記入要領＞

信用金庫

（地域番号表）

（₀₁） 北　海　道
（₀₂） 青　　　森
（₀₃） 岩　　　手
（₀₄） 宮　　　城
（₀₅） 秋　　　田
（₀₆） 山　　　形
（₀₇） 福　　　島
（₀₈） 茨　　　城
（₀₉） 栃　　　木
（₁₀） 群　　　馬
（₁₁） 埼　　　玉
（₁₂） 千　　　葉

（₁₃） 東　　　京
（₁₄） 神　奈　川
（₁₅） 新　　　潟
（₁₆） 山　　　梨
（₁₇） 長　　　野
（₁₈） 富　　　山
（₁₉） 石　　　川
（₂₀） 福　　　井
（₂₁） 岐　　　阜
（₂₂） 静　　　岡
（₂₃） 愛　　　知
（₂₄） 三　　　重

（₂₅） 滋　　　賀
（₂₆） 京　　　都
（₂₇） 大　　　阪
（₂₈） 兵　　　庫
（₂₉） 奈　　　良
（₃₀） 和　歌　山
（₃₁） 鳥　　　取
（₃₂） 島　　　根
（₃₃） 岡　　　山
（₃₄） 広　　　島
（₃₅） 山　　　口
（₃₆） 香　　　川

（₃₇） 愛　　　媛
（₃₈） 徳　　　島
（₃₉） 高　　　知
（₄₀） 福　　　岡
（₄₁） 佐　　　賀
（₄₂） 長　　　崎
（₄₃） 熊　　　本
（₄₄） 大　　　分
（₄₅） 宮　　　崎
（₄₆） 鹿　児　島
（₄₇） 沖　　　縄

（業種番号表）

（11）食料品製造業
（12）�繊維工業（衣服・その他の

繊維製品を除く）
（13）�衣服・その他の繊維製品製

造業
（14）�木材・木製品製造業（家具

を除く）
（15）家具・装備品製造業
（16）パルプ・紙・紙加工品製造業
（17）出版・印刷・同関連産業
（18）化学工業

（19）ゴム製品製造業
（20）�なめしかわ・同製品・毛皮

製造業
（21）窯業・土石製品製造業
（22）鉄鋼業
（23）非鉄金属製造業
（24）�金属製品製造業（25・26を

除く）
（25）�建設用・建築用金属製品製

造業（製かん板金業を含む）
（26）金属プレス・メッキ・

彫刻業、熱処理業
（27）一般機械器具製造業
（28）電気機械器具製造業
（29）輸送用機械器具製造業
（30）精密機械器具製造業
（31）貴金属製品製造業
（32）がん具・運動競技用具製造業
（33）�装身具・装飾品・ボタン同

関連品製造業
（34）プラスチック製品製造業
（35）その他の製造業

調査員のコメント

お忙しいところご協力いただきましてありがとうございました。

特別調査 「新型コロナウイルスの感染拡大を受けた中小企業の対応について」

問１．�貴社では、売上高がコロナ前の水準に回復する時期を、いつごろと見込んでいますか。
１～７の中からお答えください。

問２．�貴社では、テレワークや在宅勤務、リモートワークといった、出社を必要としない就労
形態を実施（予定を含む。）していますか。実施している方は１～３の中からお答えく
ださい。実施していない方はその理由について、最も当てはまるものを４～０の中から
お答えください。

問３．�貴社では、今現在、雇用ならびに１人当たり支給額（給与、手当、賞与等）に関する方針
について、どのようにお考え（予定を含む）ですか。正規社員は１～５の中から、非正規
社員（パート、アルバイト、派遣社員等）は６～０の中から、それぞれお答えください。

問４．�貴社では、今現在、今後の事業の見直しについて、実施・検討していることはありますか。
実施・検討している方は、１～９の中から最大３つまで選んでお答えください。

問５．�貴社では、今現在、営業拡大の観点で実施・検討していることはありますか。実施・検討
している方は、１～９の中から最大３つまで選んでお答えください。

1．現状でコロナ前に到達・上回っている
2．2020年中
3．2021年中
4．2022年中

5．2023年以降
6．戻ることはない
7．わからない

実施した（予定を含む）
1．�コロナウイルス感染拡大前から実施済み
2．�コロナウイルスをきっかけに実施した
3．これから実施する予定

実施していない
4．実施できる業務ではない
5．実施コストがかかる
6．セキュリティ面で不安
7．従業員を管理できない
8．ＩＴに知見を持つ人材がいない
9．従業員がいない（家族経営等）
0．その他（　　　　　　　　　）

正規社員
1．雇用、支給額とも維持・増加する
2．雇用は維持・増加するが、支給額を減らす
3．雇用を減らし、支給額は維持・増加する
4．雇用、支給額とも減らす
5．該当者はいない

非正規社員
6．雇用、支給額とも維持・増加する
7．雇用は維持・増加するが、支給額を減らす
8．雇用を減らし、支給額は維持・増加する
9．雇用、支給額とも減らす
0．該当者はいない

1．調達先・調達方法（多様化・分散など）
2．勤務時間、勤務方法
3．職場環境（３密防止など）
4．委託先・外注先選定の見直し
5．事業継続計画（BCP)の整備・見直し

6．生産・販売拠点の見直し
7．事業全体（事業転換など）
8．事業譲渡・廃業
9．その他（　　　　　　　　　）
0．実施・検討していない

1．営業方法の模索（オンライン商談など）
2．販売チャネルの模索（配達など）
3．新しい顧客の開拓
4．広告宣伝方法の模索（ＳＮＳ活用など）
5．新商品・サービスの開発

6．既存顧客に対するサポートの徹底
7．生産・販売拠点の拡充
8．�同業者・外部支援機関等との連携強化�
9．その他（　　　　　　　　　）
0．実施・検討していない

回答欄

�
～
�

回答欄
�
～
�

�
～
�

回答欄
1．～7．

正規社員 1．～5．

非正規社員 6．～0．

回答欄

�
～
�

回答欄

�
～
�

1．～0．

1．～0．

1．～0．
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化幅を記録して水準面でも過去最悪水準と

なった6月（△56.9）からは回復した。もっと

も、コロナウイルス感染拡大前と比較すると

依然として低水準にとどまっている。2020

年12月見通しも△47.1と、わずかな回復見通

しにとどまっている。

　そのほかの指標を整理する。人手過不足判

断D.I.は、2020年9月で△7.2と前期比でマイ

ナス幅が5.2ポイント拡大し、人手不足感が

増大したことを示唆している（図表3右上）。

図表2　国内の新規感染者数の推移

前回（4-6月期）
景気動向調査
調査時期

今回（7-9月期）
景気動向調査
調査時期

全都道府県に
緊急事態宣言

全都道府県で
緊急事態
宣言解除

県境を越える
移動自粛

全面的に解除

GoToトラベル
実施時期
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（備考）厚生労働省および国立感染症研究所資料より信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成

図表3　全国中小企業景気動向調査における主要指標の推移
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業種別では、製造業で人手過剰が続く一方

で、そのほかの5業種では人手不足となって

いる。とりわけ建設業では人手不足感がいま

だに根強く、業種別に差が表れている。

　資金繰り判断D.I.は、2020年9月で△17.9と

前期比で13.9ポイント改善した（図表3左下）。

水準自体はコロナショック以前にはおよばな

いものの、業況判断D.I.と比較すると大きく

回復している。このことからは、本業の回復

は依然として進まないながらも、持続化給付

金や、実質無利子・無担保融資などの政府に

よる企業への資金繰り支援策が一定の効果を

挙げていることが示唆される。

　設備投資実施企業割合は、2020年9月に

19.0％と前期比で1.9％ポイント上昇したもの

の、コロナウイルス感染拡大前と比較すると

依然として低水準にとどまっている（図表3

右下）。なお、見通しが3.0％ポイント低下の

16.0％となっているが、本調査の傾向とし

て、実際の実績が前期時点の見通しを2〜3％

ポイントほど上回ることが通常であるため、

見通しが低いからと言って来期の設備投資実

施企業割合が低下するとは限らない。全体と

して、業況は下げ止まりをみせつつも、依然

として厳しい水準にあると言えよう。

2�．調査員のコメントから

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、全

国の中小・小規模事業者から多数のコメント

が寄せられている。本稿では、これらのコメ

ントを「業績への影響」、「今後の見通し」、

「人手・雇用」、「経営上の対応」にそれぞれ

分け、動向をまとめる。

（1） 業績への悪影響

　業況判断D.I.の低迷が続いていることから

もわかるように、新型コロナウイルスの感染

拡大によるインバウンドの喪失や国内消費の

低迷などの負のショックは、9月調査時点で

も継続している。

　調査員のコメントをみると、需要低迷など

を受けて、業績に悪影響が出たとの声が幅広

い業種から寄せられている（図表4）。

　また、移動が制限されたことに伴い、製造

業を中心に県外や国外との取引に困難が生じ

た企業が複数存在した（図表5）。県外や国

外に積極的に展開している企業は、地域内の

みで営業している企業と比較して、地域経済

の核となっている例が多い。これらの企業に

おける業績の落ち込みは、地域経済の落ち込

みを長引かせる危険性もある。

（2） 業績への好影響

　一方で、新型コロナウイルス感染拡大に

よって、逆に需要が増加したとするコメント

（図表6）も、全体からすれば少数ではある

ものの散見されている。外出自粛が需要の追

い風になったケースや、生産の国内回帰の影

響を受けたケースが代表例である。

（3） 今後の見通し

　今回の全国中小企業景気動向調査では、特

別調査において「売上高がコロナ前の水準に

回復する時期を、いつごろと見込んでいる
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図表5　移動制限を受けて業績に悪影響が出たとするコメント
コメント 業種 都道府県

コロナの影響で海外子会社への出張や国内取引先との商談ができないなどの状況が続
いている。

金属加工、プラス
チック射出成型 神奈川県

コロナの影響で受注残高減少傾向。県外への移動自粛により、営業活動もできない状況。 精密機械器具製造 新潟県

相変わらず、コロナの影響でフェアが中止となり、県外への出張もできない。ネット
販売や新しい顧客の開拓に努める。

貴金属、
装身具製造 山梨県

海外への輸出において、コロナ発生後何度かトラブルになった。発注先を見直している。 電気機械器具製造 滋賀県

県外からの受注が多数あったが、コロナにより移動制限があり納品が行えず、売上が
減少した。 ゴムチップ製造 岡山県

コロナの影響で、県外への営業活動が全くできていない状況。9月に電話をしても、
まだ来ないでほしいと断られるケースが多い。受注自体は年末まであり、売上は若干
上がる予定。

産業用ロボット
部品加工 宮崎県

コロナにより県外の展示会の利用が困難である。新聞取材やCM等を通じて、県内で
の販路拡大に注力していく方針。 美容業 滋賀県

図表4　需要低迷などを受けて業績に悪影響が出たとするコメント
コメント 業種 都道府県

納入先従業員がコロナに感染したため、納期が遅延した。自社でも体温チェック等を
励行している。 バーカー製造 北海道

コロナの影響で飲食店やホテルへの出荷がなくなった。 じゅんさい製造 秋田県

コロナを受け、営業面でも財務面でも非常事態。6月からやや売上が上昇するも、前
年同月比でマイナスが続いている。

清酒製造、
保険代理店 宮城県

製鉄会社の大幅な減産とコロナの影響がダブルで来ている。新規顧客開拓や新製品紹
介等、一部成果は出ているが、マイナスが大きすぎる。

耐火物原料の
加工販売 岡山県

コロナに伴い、ホテルや各種給食業者からの受注が大幅にダウンし、回復に至ってい
ない。コロナ資金活用と販管費削減で対応している。 水産品卸 北海道

大口受注先の大学病院で、コロナの影響で手術等が減少したため、売上も減少している。 医療機器、医薬品卸 北海道

地元夏祭りやビアガーデン等のイベントが中止となり、売上が大幅に減少している。 酒類小売 北海道

コロナの影響で期限付き金券（株主優待券、新幹線チケット等）のロスが多く発生。 金券類販売 大阪府

コロナの影響で流通事情が悪化し、品薄や値上がり、値崩れが発生。在庫管理の重要
性が増している。 果物、乾物小売 和歌山県

コロナの影響で3月から客足減少。一時は復調したものの、近隣でクラスターが発生
したことから、再び減少。 居酒屋 広島県

コロナの影響により、百貨店の休業や催事等の中止が相次ぎ、受注が大幅に減少と
なった。

有料職業紹介・
一般労働者派遣 北海道

6月に営業再開も、売上は90％減。道民割やGoToキャンペーンの効果も限定的で、経
営状況は深刻。

温泉旅館、
ホテル、観光 北海道

外来患者はコロナ前に比べ依然として減少。病床稼働率も低下傾向にある。 病院 北海道

コロナの影響で1か月休業した。コロナ前と比べて客足が戻ってこない。 パチンコホール 愛知県

コロナによりイベント等の中止や延期が相次ぎ、非常に厳しい業況。今後は新規事業
への取組みを含め、抜本的な改革を実施することで収益確保を目指す。

広告、
イベント企画 広島県

高齢の家族のみで経営しており、IT関係に弱く、コロナの影響で受注先との面談が減
少し、業況に悪影響が出ている。 建築リフォーム業 神奈川県

コロナ対応の予算が組まれているため、公共工事の発注がかなり減少している。民間
工事も競合が激化している。 一般土木建築工事 静岡県

（備考�）コメントについては、第181回全国中小企業景気動向調査および東京都信用金庫協会資料より信金中央金庫 地域・中
小企業研究所作成（以下同じ）
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か。」について尋ねた。結果、「わからない」

が3割を超すなど、不透明感が高い結果と

なっている。

　コメントをみると、今後の見通しについて

悲観的な声が多く寄せられている（図表7）。

具体的には、回復まで数年かかる、もしくは

図表6　むしろ需要が増加したとするコメント
コメント 業種 都道府県

コロナのダメージはほとんどなく、災害時の備えとしてミネラルウォーターの需要が
高まっている。

ミネラル
ウォーター製造 北海道

コロナの影響で国内産でんぷんの需要が高まり、追加注文が出ている。 でんぷん製造 北海道

コロナの影響で人工呼吸器の部品の受注が大幅に増加し、売上は前年比で増加する見
通し。 理化学機器製造 山形県

コロナ下で在宅の人が多くなったことで、プラモデルの売上が大幅に伸びている。生
産が追い付いていないのが現状。

プラスチック
モデル製造 静岡県

コロナによる外出自粛を受け、全国的にリンゴ消費量が増加。販売価格が上昇し、売
上・利益は増加した。 リンゴ卸 青森県

通販業界が好調なこともあり、梱包用段ボールの売れ行きが好調。コロナが追い風と
なっている。 包装資材卸 大阪府

コロナにより一時的に在庫不足となるも、外出自粛を受けて自宅で食事等する機会が
増加し、業績が上向いている。 日用品卸 兵庫県

コロナ発生時、従業員や顧客の安全を最優先に、いち早く全店休業した。結果、顧客
の信頼をつかみ、営業再開後には売上が増加傾向にある。 貴金属小売 兵庫県

コロナの影響で、学生が来ておりやや活況である。 自動車教習所 三重県

図表7　今後の見通しについて悲観的なコメント
コメント 業種 都道府県

都心部より遅れてコロナの影響が出始めた。納品先が休業していたり在庫過多となっ
ているので、今後の回復は相当緩やかになりそうである。

プラスチック製品
製造 秋田県

コロナの影響で5月ごろから売上が減少した。販売先が都内や埼玉県に集中している
ため、都内の感染者が減少しないと業績の回復は厳しい。 金属製品製造 茨城県

社員の働く日数を減らし、仕事量と人手を調整している。販売先の回復頼みのため、
今後の見通しが立たない。

発泡スチロール
製造 茨城県

代表者は、コロナの影響が3年くらい続くと考えており、借入するとさらに厳しくな
ると考えている。自己資本で凌いでいく考え。 電子機器組立 神奈川県

コロナの影響で自動車産業の操業が停止し、5〜6月の売上が大きく減少した。業況回
復にはなお時間を要する見通し。 自動車部品製造 長野県

国内のあらゆる仕組みやコミュニティが急速に衰退しつつあるように思える。 婦人用品、肌着、
寝具ほか小売 北海道

コロナの影響が大きく、売上が落ち込んでいる。GoToキャンペーンや道民割の効果
も薄く、例年通りに戻るには数年を要する可能性もある。 旅館 北海道

コロナの影響が続いており、回復には時間がかかる。2021年度の団体等の予約もな
く、コロナ前の水準に回復するまで2年くらいかかる予想。 旅行代理店 三重県

自動車整備部門は順調に推移しているが、販売部門は売上回復の目処が立っていない。 自動車整備、販売 三重県

コロナの影響でやや売上減。今後2〜3年の業況停滞を予測している。 一般建築、商業施
設の設計施工 三重県

新型コロナウイルスの影響により大幅に売上が減少している。当面は経費削減等によ
り損失を補う予定であるが、回復には相応の期間を要するものと思われる。 各種金属材料卸売 東京都
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回復の道筋が見通せない、などのコメントが

多い。

　なかには、少数ではあるものの、廃業を検討

しているとのコメントも散見された（図表8）。

新型コロナウイルスの影響で休廃業・解散は

すでに増加傾向にあるが、今後の見通しの推

移によっては、さらに廃業を検討している企業

が増える可能性もあり、予断を許さない。

（4） 人手・雇用

　人手・雇用については、過不足両方の面か

らコメントが得られた。なかには、売上の急

減に伴い派遣社員やパートなどを削減した

り、賞与を削減したりする動きもみられる

（図表9）。

　一方で、中小企業は慢性的な人手不足状態

が続いており、前述のとおり、コロナ禍の現在

においても人手不足を訴える企業の割合が高

い。コメントからは、人手不足により収益機会

を逃している企業も散見されている（図表10）。

（5） 経営上の対応（インターネット、SNS）

　コロナウイルスの感染拡大に対して、様々

な対応を通じて乗り切ろうとする動きもみら

れる。今回のコメントでまず目立ったのは、

インターネットやSNSを通じた販売強化の

取組みであった（図表11）。これらの取組み

は、BtoCに属する多くの業種で広がってお

り、今後、企業の生産性を高めていく効果が

期待される。

図表8　廃業を検討しているコメント
コメント 業種 都道府県

コロナの影響は、4〜6月期に比べると売上の落ち込みが少ない。後継者不在と代表高
齢化によって、事業譲渡や廃業を検討している。 米の乾燥機製造 静岡県

コロナの影響が出る前より廃業予定であり、縮小が続いている。 日用品卸 大阪府

コロナの影響で、売上が大幅に減少している。長期化すれば廃業も検討しなければな
らない。 食肉加工販売 北海道

コロナによる来店客減に加え、仕入価格高騰により利益が減少している。設備に不具
合が出ているが、事業縮小していき、廃業も視野に入れているので、設備投資はしない。 食料品販売 滋賀県

事業転換や廃業まで一応考えている。 日本料理店 兵庫県

コロナの影響で売上減少。代表者も高齢で、数年以内に廃業予定。 婦人服小売 岡山県

コロナの影響で売上が大幅減。固定客も戻らず廃業を検討。 遊技業 静岡県

図表9　雇用や人件費の削減に関するコメント
コメント 業種 都道府県

中国経済の低迷の影響で受注が減少したところに、コロナを受けて大きく売上が減少
した。派遣社員を解雇したが、今後も先行きはやや不透明。 自動車部品製造 茨城県

コロナを受け、夏季賞与を前年比8割削減するなど人件費削減に取り組んでいる。 輸送用機械部品
製造

神奈川県

補償金と借入で凌いでいるが、これ以上の借入は返済できない。雇用を減らしてでも
経営を改善する意向がある。 仕出し業 北海道

コロナにより、5月より従業員1名、パート2名を人員削減し、ほぼ家族従業員のみの
構成にした。売上の回復は鈍く、資金繰りにも余裕はない。 うどん屋 香川県
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図表11　インターネットやSNSを活用しているとするコメント
コメント 業種 都道府県

LINEを通じた注文が増加している。 餃子製造 神奈川県

コロナを受け展示販売などのイベントが中止になったものの、現在はインターネット
での受注・販売が回復しており、ウェブ販売を強化していく。 木製雑貨 神奈川県

既存顧客からの売上減を見込んでいる。SNSを活用し、若年層への認知やインフルエ
ンサーの獲得を目指す。 民芸家具製造 長野県

マスクや消毒液の需要増加により、売上、利益とも増加。オンラインショッピングも
好調。

美容院、
エステ用品卸 千葉県

コロナにより取引先の飲食店が業況悪化し、受注が大幅に減少。ネット販売や弁当販
売などが好調であり、同部門の拡大を図る。 食肉卸 神奈川県

広告宣伝の一環でLINEと契約した。SNSの活用による営業拡大を実施予定。 中華食材卸 奈良県

一時はコロナの影響を受けていたが、ネット販売が好調になり、現在はコロナ前まで
回復している。今後は機械化を推進させ、オンライン商談など導入し、生産性向上に
努める予定。

インテリア製品、
家具卸 岡山県

コロナの影響で売上減続く。今後は、インターネットやSNSの積極利用など、販売形
態の大幅見直しを検討している。 二輪車販売 埼玉県

前回調査と同様、コロナの影響は最小限。SNSを利用した販売促進にて集客を図る。 青果小売 愛知県

コロナによる外出自粛ムードのなか、ネットショッピングで購入機会をうまく取り込
んだ。 自動車小売 滋賀県

コロナの影響で売上が下がっている。現在、LINEやインスタグラムを利用し売上の
増加を図っている。 女性用下着小売 兵庫県

コロナのなか、顧客の需要が変化しており、インスタグラム等を活用した新規顧客の
獲得を図るとともに、既存顧客との取引維持にも注力する。 不動産販売、賃貸 山梨県

コロナによる売上減もなく、業況は良好。今後はオンラインでの営業等、非対面での
ビジネスモデル確立を行っていく。 不動産代理業 岡山県

図表10　人手不足に関するコメント
コメント 業種 都道府県

在宅勤務が不可能なため、時差出勤などを一部採用しているが、人手不足もあり、設
備の自動化等が課題である。 魚肉練り製品製造 北海道

長雨や高温を受け、レタスの収穫量が減っている。また、コロナの影響で外国人労働
者の確保ができず、人手不足も課題となっている。 レタス、白菜卸 長野県

通販部門が好調であるが、パート・アルバイトの不足により、正社員の負担が増加し
ている。新規事業への取組みができない状況。 土産物菓子小売 北海道

地域密着のサービスを実施している。人手不足が課題。また、近隣の閉店した販売店
から、顧客が大型店に流れずに当店の固定客とするための活動を行っている。 家電小売 静岡県

コロナの影響は現状受けていない。引き続き人手不足が課題であり、新規雇用の機会
を図っている。 生鮮食品小売 静岡県

持ち帰り需要が増加しており、売上は安定。コロナの影響でアルバイトの人員確保が
課題。 ドーナツ販売 愛知県

GoToトラベルなどの支援を受け、売上が増加傾向にある。満室となる日もあるが、
従業員不足で宿泊を断るケースも多い。 ホテル旅館業 岩手県

事業拡大にあたり、近隣市町に支店開設を検討しているが、人員不足がネックとなっ
ている。 不動産売買 静岡県
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（6�） 経営上の対応（リモートワーク、テレ

ワーク）

　今回の特別調査では、「テレワークや在宅

勤務、リモートワークといった、出社を必要

としない就労形態を実施（予定を含む。）し

ているか。」について尋ねている。アンケー

トの結果、「実施（予定を含む）」企業は全体

の16.6％にとどまった。リモートワークやテ

レワークに肯定的なコメントを図表12、否

定的なコメントを図表13にまとめた。アン

ケート結果を反映し、実務面などを理由とし

て、否定的なコメントが多くみられた。

（7）経営上の対応（その他）

　インターネットやSNS、リモートワークやテ

レワークといったデジタルシフトの取組みのほ

かにも、様々な取組みがみられた（図表14）。

　具体的には、体制構築、人材育成、新商品

開発、他社との連携といったこれまでも各企

業で地道に行われてきたものである。なかに

図表12　リモートワークやテレワークに言及しているコメント（肯定的）
コメント 業種 都道府県

リモートワーク実施により、今まで見えてなかった業務を選別し、結果的に効率化さ
れた。 事務機器卸 北海道

コロナの影響を一時的に受けたものの、現在は回復している。取引先とリモート商談
を行うようになり、アフターコロナに対応できる体制が整っている。 茶卸 静岡県

コロナにより生産、販売とも減少。今回を機にテレワークや在宅勤務を実施。事務所
を小さくし、賃料削減を視野に入れている。

子供服、
ベビー服小売 愛知県

図表13　リモートワークやテレワークに言及しているコメント（否定的）
コメント 業種 都道府県

コロナの影響大きく、今後の見通しは立っていない。リモートワークのできる業務で
はなく、実施は予定していない。

多極コンセント
ケース製造 埼玉県

出張に代えてリモートワークを採用したい意向はあっても、小規模企業では限界があ
る。やはり画面上ではないフェイストゥフェイスが肝要との考え方が強い。 陶磁器製品全般卸 岐阜県

コロナにより7〜9月期はやや減収減益、10〜12月期も同様の見込み。テレワークを実
施できる業務はない。

鋼材、
機械器具卸 兵庫県

コロナによる大幅な売上減はなかった。テレワークやリモートワークは行っていない
が、会議等はオンラインにて行っている。 警備業 三重県

コロナの影響が長期化した場合、下請けへの外注等に支障が出る可能性がある。リモー
トワークは実務的に難しく、実施する予定はない。 総合工事 神奈川県

在宅ワークができる業種ではないため、接触機会を減らしたり、アルコール消毒を徹
底するといったことを続けていく必要がある。 土木建築業 岡山県

コロナにより、賃料免除の要請が数件ある。カウンターにフィルムで仕切りを設ける
などしているが、接客業なのでテレワーク導入は難しい。 不動産管理仲介 埼玉県

図表14　その他の経営上の対応に関するコメント
コメント 業種 都道府県

コロナで売上減だが、地元業者と協力し、家具在庫のロングランセールを実施するな
どの対策をしている。金融機関からの資金調達は引き続き困難。 家具製造、販売 北海道

以前より主要取引先の生産調整で売上の減少が予定されていたが、コロナの影響でさ
らに下方修正を余儀なくされている。今季は社員教育や業務効率化など、体制づくり
の年とみている。

医療機器、
情報機器製造 岩手県
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は、コロナを機にこれらの取組みを強化する

といったコメントもみられた。

おわりに

　本稿では、2020年9月に実施された全国中

小企業景気動向調査における調査員のコメン

ト欄をもとに、中小企業が新型コロナウイル

スから受けた影響についてまとめた。今後の

回復の道筋が見通せないなど悲観的なコメン

トが多く寄せられる一方で、インターネット

やSNSの活用、リモートワークやテレワー

クへの対応などデジタルシフトに取り組む企

業のほか、体制構築や人材育成、新商品開

発、他社との連携などの対応を地道に行って

いる企業も多いことが分かった。

　2020年12月調査（調査時期：12月初旬）

においては、特別調査で「2021年の経営見

通し」をテーマとし、調査を実施する。特

に、新型コロナウイルスの影響については継

続して調査し、結果を還元する予定である。

　本稿で採用しているコメントは、いずれも

信用金庫職員が調査員となり、渉外活動の合

間を縫って収集したものである。コロナウイ

ルスの感染拡大に伴って融資の申込みが殺到

するなど、通常業務だけでも多忙ななか、多

くのコメントをお寄せいただいた。調査にご

協力いただいた中小企業経営者の方々と合わ

せて、ここで改めてお礼を申し上げるととも

に、今後ともコメント欄への積極的な記入を

お願いしたい。

〈参考文献〉
・信金中央金庫「第181回中小企業景気動向調査（2020年7-9月期）」

コメント 業種 都道府県

コロナの影響により県外取引先に訪問できず、プロジェクトの延期等により売上が減
少した。生産体制を整えるチャンスととらえ、設備投資を実施。 自動車部品製造 岡山県

米中貿易摩擦の影響がある中でのコロナの流行を受け、受注が減少。しかし、ベテラ
ン社員が若手に教育しながら業務に取り組む機会となり、コミュニケーションとスキ
ルアップにつながった。受注は回復傾向であり、設備投資計画あり。

金属製品製造加工 福岡県

主要取引先の飲食店がコロナにより依然厳しい状況。新しい生活様式に合わせた商品
ラインナップ、販売チャネルの構築のため、料亭や外食産業との提携、コラボを積極
推進中。

醤油、味噌、
酒類、食品卸 新潟県

コロナによる往来自粛を受け、売上減少。対策として商品の保存期間を長くするパッ
ケージの変更や人件費削減、新商品開発で対応。 菓子、雑貨卸 岡山県

6月にセーフティネット資金を活用し、当面の資金繰りが改善されている。以前から
要望のあった真空パック化に今年度から取り組み、年末年始に向けて受注が増加して
いる。

サトイモ、ゴボウ
加工食品卸売 宮崎県

コロナにより、就業規則改正など雇用に関する課題が生まれている。現場管理者にも
PCを支給し、事務所で行っていた事務仕事が現場でできるようになり、効率化した
面もある。

総合建設業 愛知県

コロナの影響で一時的に営業活動が縮小するも、現在は平年並みの活動量まで回復し
ている。今後は、他業種とのタイアップなど、自社物件に付加価値をつける取組みを
検討中。

一般住宅建築、
不動産売買 北海道

図表14　（続き）




